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家兎内惻側副靭帯 (Medial Collateral Ligament:以下 MCL)損傷に対する多 血 小 板 血 漿
(Platelet Rich Plasma:以下 PRP)投与による組織修復効果を生体力学的に検討し、
また PRP に骨随血 (Bone Marrow Aspirate 以下 BMA)添加による組織修復効果を検
討する  
(対象と方法) 
実験 1: 日本白色家兎 31 羽を使用し、左後肢膝関節 MCL に鈍的断裂を作成、断裂部に活性化し
た PRP を投与する PRP 群 17 羽、投与しない群 14 羽の 2 群を作成した。各群とも術後 3,6 週に大
腿骨-MCL-脛骨複合体での力学試験(n=21)および組織評価（n=10）を行った。 
実験 2:日本白色家兎 40 羽を用い両後肢膝関節 MCL に鈍的断裂を作成し、活性化した PRP1.0ml
を断裂部に投与した PRP 群、活性化した PRP1.0ml と骨盤上後腸骨棘より採取した BMA1.0ml
を混合し投与した混合投与群、断裂を放置したコントロール群、MCL の展開のみを行ったシャム











値(p<0.05)であった。剛性値(N/mm)は PRP 群 6 週で PRP およびコントロール各群の 3 週と比較
し有為に高値（p<0.05）であったが、コントロール群 6 週とは有為差を認めなかった(p=0.09)。 
組織学的評価では PRP 群 3 週で修復組織内の細胞密度が高く血管が豊富に観察され、6 週では細
胞密度の低下が観察された。 










験 2 では BMAに含まれる骨髄間葉系幹細胞が抗炎症作用や抗アポトーシス作用などの多様な能力
を餅、適切な条件下において骨芽細胞、軟骨細胞、腱細胞、脂肪細胞などの間葉系細胞に分化、増
殖する可能性を持ち、BMA, 骨髄間葉系細胞は骨軟部組織損傷の再生を促進する cell therapy の








 本論文においてはスポーツ外傷にて損傷を引き起こしやすい膝 MCL の創傷治癒を目的とした家





実験計画が、また臨床に近い条件としての兎後肢 MCL を用いた検証が行われている。 
 平成 25 年 12 月 27 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説
明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格
と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
